
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 秋田工業高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

機械工学科  

0 

5 

2 7 

7 

 

電気情報工学科  2 7  

物質工学科  2 7  

環境都市工学科  2 7  

 

生産システム工

学専攻 
 

2 

6 8 

7 

 

環境システム工

学専攻 
 6 8  

（備考） 

機械工学科、電気情報工学科、物質工学科及び環境都市工学科は平成２９年度から学

生募集を停止している。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
学校ＨＰで公表している。 

https://www.akita-nct.ac.jp/syugakushien/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 秋田工業高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.kosen-k.go.jp/about/release/index.html#yakuinmeibo 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 熊本大学長 
平成28年 4月1日～ 

令和 6年 3月 31 日 理事長 

常勤 
東京工業大学理事・

副学長 
平成30年 4月1日～ 

令和 2年 3月 31 日 
研究・産学連携 

情報システム 

非常勤 東京大学教授 
平成26年 4月1日～ 

令和 2年 3月 31 日 
男女共同参画 

推進 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 秋田工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画（シラバス）の作成過程 

  事務担当者からの作成依頼に基づき、Web シラバスシステムを活用し、授業担当

教員が必要事項を入力している。到達目標、成績評価の方法や基準といった事項に

ついては、システムの様式が全高専統一の基準にて設定されているため、遺漏なく

入力されている。 

・授業計画の作成・公表時期 

  授業計画の作成は、12 月に授業担当教員に作成依頼を行い、１月と２月に１次締

切、２次締切を設けている。公表時期については、Web シラバスシステムを活用し

ているため、４月に高専機構本部にて一斉に公開設定を行っている。 

 

 

授業計画書の公表方法 

インターネット上で公表している。 

https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicDepartments?school_id=08&lang=ja 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・単位授与または履修認定の厳格かつ適正な実施状況 

  「秋田工業高等専門学校学業成績の評価並びに進級及び卒業の認定に関する規

則」に基づき、厳格かつ適正に単位授与及び履修認定を実施している。 

 
【規則６条及び７条抜粋】 

（試験の成績の評価） 

第６条 学期の成績は、その学期において実施した試験の成績及び平素の成績等を総

合して 100 点法により評価する。 

（学年成績の評価及び評定） 

第７条 各科目の学年成績は、当該授業科目の実授業時数の４分の３以上の出席があ

る科目について、試験の成績及び平素の成績を総合して 100 点法により評価し、次

の区分により優、良、可、不可の評語で評定し、優、良、可を合格とする。出席が

当該科目の４分の３に満たない場合は、第１学年から第３学年は 49 点以下、第４

学年及び第５学年は 59点以下の点数で評価して、不可と評定する。ただし、運営会

議が認める理由（長期病欠その他）で、３分の２以上の出席がある場合については、

４分の３以上の出席がある場合と同様に評価し、優、良、可又は不可で評定する。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・客観的な指標の具体的な内容 

  シラバスに掲載されている指標に基づき、成績提出時に 100 点満点での点数が科

目担当教員から報告されている。その提出された全科目の合計点の平均を算出する

（100 点満点で点数化）。 

・客観的な指標の適切な実施状況 

  100 点満点で提出された成績の全科目合計点の平均を算出するとともに、その平

均点により席次を決定している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
学校ＨＰで公表している。 

https://www.akita-nct.ac.jp/syugakushien/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

○本科卒業認定方針 

人間としての素養を、年齢の発達段階に応じて修得することを目指し、技術者

としての社会的責任を自覚できる。 

基礎および専門技術を修得し、生産の現場に不可欠な実践的かつ専門的な知識

と技術を有するとともに、新たなものづくり基盤技術を修得し、挑戦する能力を

備える。 

生産技術者製品開発に求められる専門的知識や技術、与えられた問題を解決す

る能力、生涯に亘って自ら学ぶことのできる能力など、自立型技術者に不可欠な

能力を有する。 

これら能力を備えるため、一般科目 80 単位以上、専門科目 87 単位以上、合計

167 単位以上の科目を修得すること。 

○専攻科修了方針 

準学士課程で修得した基礎および専門技術に加え、より専門的に精通するとと

もにプレゼンテーション能力を身につけ、技術者として国際分野で活躍できる。 

複数の領域をまとめる総合力、複雑で多岐に亘る領域に求められるシステム思

考、複合領域にも対応できる能力を備え、技術者倫理を理解し、修得した高度で

実践的な知識と技術を背景に、既存技術の発展や新たな技術の開発をし、様々な

アプローチの仕方により限られた時間内で技術的問題を含む課題に取組み、現時

点での最良の解決策を導出できる。 

これら能力を備えるため、一般科目 12 単位以上、専門科目 50 単位以上、合

計 62 単位以上の科目を修得すること。 

・卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

  各学科における教育課程表に基づき、一般科目及び専門科目の合計 167 単位以上

を卒業に必要な単位数と定めている。 

  また、「秋田工業高等専門学校学業成績の評価並びに進級及び卒業の認定に関す

る規則」に基づき、教務委員会の審議に付し、学業成績及び特別教育活動の履修状

況等を統合して、運営会議にて認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
学校ＨＰで公表している。 

https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/ 
 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 秋田工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoH29.pdf 
収支計算書又

は損益計算書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoH29.pdf 

財産目録  

事業報告書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/H29jigyohokokusho1.pdf 
監事による監

査報告（書） 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/kanjiikenH30.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の年度計画 対象年度：平成 31 年

度（2019 年度）） 

公表方法： 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/resources/information/nendo-h31.pdf 

中長期計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画 対象年度：平成 31 年

（2019 年）4月１日から令和 6年（2024 年）3月 31 日まで） 

公表方法： 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/resources/information/chuukikeikaku-4th.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：学校ＨＰで公表している。 

https://www.akita-nct.ac.jp/data/evaluation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 機械工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

教育理念 

 自立した人間形成、新しいことへ挑戦する心、自由な発想を実現する創造力の育成 

教育目標 

 社会が必要とする人材の養成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科卒業認定方針 

人間としての素養を、年齢の発達段階に応じて修得することを目指し、技術者と

しての社会的責任を自覚できる。 

基礎および専門技術を修得し、生産の現場に不可欠な実践的かつ専門的な知識と

技術を有するとともに、新たなものづくり基盤技術を修得し、挑戦する能力を備え

る。 

生産技術者製品開発に求められる専門的知識や技術、与えられた問題を解決する

能力、生涯に亘って自ら学ぶことのできる能力など、自立型技術者に不可欠な能力

を有する。 

これら能力を備えるため、一般科目 80 単位以上、専門科目 87 単位以上、合計 167

単位以上の科目を修得すること。  

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科カリキュラムポリシー 

卒業認定方針を達成するために、以下の（Ａ）～（Ｆ）および各学科のカリキュ

ラムポリシーを定め、各科目は１～３年次は 50 点以上、４～５年次は 60 点以上を

合格と評価する。 

～教養教育～ 

（Ａ）自らの意思を的確に表現し行動できる能力、知識を整理し総合化できる能力、

技術者倫理等、人間としての素養を年齢の発達段階に応じて修得する。 

（Ｂ）工学基礎としての自然科学系科目を深く理解する。 

（Ｃ）世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化を理解する能力、互いの意思の疎

通ができる実践的な英語能力を修得する。 

～専門教育～ 

（Ｄ）実践的かつ専門的な知識と技術の基礎となる専門基礎学力を修得する。 

（Ｅ）教養教育による工学基礎および専門基礎を土台とし、現象・動作を具体的に

理解できる実践的な能力を修得する。 

（Ｆ）問題・課題解決のための方法・手段を模索し、実行できる能力を身につける。 

 

（各学科のカリキュラムポリシー） 

機械工学科  ：機械とその要素、機器、装置が開発、設計、製作できる技術、お

よびこれらを支援するコンピュータの利用と制御に関する技術を

修得する。 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科アドミッションポリシー 

本校では、次に示すアドミッションポリシーにしたがい、調査書に重点を置くと

ともに作文と面接により人物を見極める推薦選抜、理科・英語・数学・国語の学力

試験に重点を置くとともに調査書と面接により人物を見極める学力選抜、および理

科・英語・数学の学力試験に重点を置くとともに調査書、自己推薦書と面接により

人物を見極める帰国生徒特別選抜を行うことにより入学者を決定する。 

１．理数系に興味のある人 

２．新しいことを知りたい、理解したいという学習意欲のある人 

３．自ら新しいことに取り組むなど、チャレンジ精神旺盛な人 

４．ものづくりに関心のある人 

 

学部等名 電気情報工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

教育理念 

 自立した人間形成、新しいことへ挑戦する心、自由な発想を実現する創造力の育成 

教育目標 

 社会が必要とする人材の養成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科卒業認定方針 

人間としての素養を、年齢の発達段階に応じて修得することを目指し、技術者と

しての社会的責任を自覚できる。 

基礎および専門技術を修得し、生産の現場に不可欠な実践的かつ専門的な知識と

技術を有するとともに、新たなものづくり基盤技術を修得し、挑戦する能力を備え

る。 

生産技術者製品開発に求められる専門的知識や技術、与えられた問題を解決する

能力、生涯に亘って自ら学ぶことのできる能力など、自立型技術者に不可欠な能力

を有する。 

これら能力を備えるため、一般科目 80 単位以上、専門科目 87 単位以上、合計 167

単位以上の科目を修得すること。  

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科カリキュラムポリシー 

卒業認定方針を達成するために、以下の（Ａ）～（Ｆ）および各学科のカリキュ

ラムポリシーを定め、各科目は１～３年次は 50 点以上、４～５年次は 60 点以上を

合格と評価する。 

～教養教育～ 

（Ａ）自らの意思を的確に表現し行動できる能力、知識を整理し総合化できる能力、

技術者倫理等、人間としての素養を年齢の発達段階に応じて修得する。 

（Ｂ）工学基礎としての自然科学系科目を深く理解する。 

（Ｃ）世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化を理解する能力、互いの意思の疎

通ができる実践的な英語能力を修得する。 



  

～専門教育～ 

（Ｄ）実践的かつ専門的な知識と技術の基礎となる専門基礎学力を修得する。 

（Ｅ）教養教育による工学基礎および専門基礎を土台とし、現象・動作を具体的に

理解できる実践的な能力を修得する。 

（Ｆ）問題・課題解決のための方法・手段を模索し、実行できる能力を身につける。 

 

（各学科のカリキュラムポリシー） 

電気情報工学科：高度情報化社会に対応したコンピュータ、制御および通信に関す

る技術を修得する。新しい電子材料の創製と、電子回路およびエ

レクトロニクスデバイスに関する技術を修得する。社会基盤に対

応した電気エネルギーに関する技術を修得する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科アドミッションポリシー 

本校では、次に示すアドミッションポリシーにしたがい、調査書に重点を置くと

ともに作文と面接により人物を見極める推薦選抜、理科・英語・数学・国語の学力

試験に重点を置くとともに調査書と面接により人物を見極める学力選抜、および理

科・英語・数学の学力試験に重点を置くとともに調査書、自己推薦書と面接により

人物を見極める帰国生徒特別選抜を行うことにより入学者を決定する。 

１．理数系に興味のある人 

２．新しいことを知りたい、理解したいという学習意欲のある人 

３．自ら新しいことに取り組むなど、チャレンジ精神旺盛な人 

４．ものづくりに関心のある人 

 

学部等名 物質工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

教育理念 

 自立した人間形成、新しいことへ挑戦する心、自由な発想を実現する創造力の育成 

教育目標 

 社会が必要とする人材の養成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科卒業認定方針 

人間としての素養を、年齢の発達段階に応じて修得することを目指し、技術者と

しての社会的責任を自覚できる。 

基礎および専門技術を修得し、生産の現場に不可欠な実践的かつ専門的な知識と

技術を有するとともに、新たなものづくり基盤技術を修得し、挑戦する能力を備え

る。 

生産技術者製品開発に求められる専門的知識や技術、与えられた問題を解決する

能力、生涯に亘って自ら学ぶことのできる能力など、自立型技術者に不可欠な能力

を有する。 

これら能力を備えるため、一般科目 80 単位以上、専門科目 87 単位以上、合計 167

単位以上の科目を修得すること。  

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 



  

（概要） 

○本科カリキュラムポリシー 

卒業認定方針を達成するために、以下の（Ａ）～（Ｆ）および各学科のカリキュ

ラムポリシーを定め、各科目は１～３年次は 50 点以上、４～５年次は 60 点以上を

合格と評価する。 

～教養教育～ 

（Ａ）自らの意思を的確に表現し行動できる能力、知識を整理し総合化できる能力、

技術者倫理等、人間としての素養を年齢の発達段階に応じて修得する。 

（Ｂ）工学基礎としての自然科学系科目を深く理解する。 

（Ｃ）世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化を理解する能力、互いの意思の疎

通ができる実践的な英語能力を修得する。 

～専門教育～ 

（Ｄ）実践的かつ専門的な知識と技術の基礎となる専門基礎学力を修得する。 

（Ｅ）教養教育による工学基礎および専門基礎を土台とし、現象・動作を具体的に

理解できる実践的な能力を修得する。 

（Ｆ）問題・課題解決のための方法・手段を模索し、実行できる能力を身につける。 

 

（各学科のカリキュラムポリシー） 

物質工学科  ：有機材料、無機材料等に関するバイオテクノロジーを含む合成技

術と得られた分子、物質、材料の構造や物性を評価できる技術を

修得する。工業化された際の製造プロセスを最適化する技術と運

転・管理技術を修得する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科アドミッションポリシー 

本校では、次に示すアドミッションポリシーにしたがい、調査書に重点を置くと

ともに作文と面接により人物を見極める推薦選抜、理科・英語・数学・国語の学力

試験に重点を置くとともに調査書と面接により人物を見極める学力選抜、および理

科・英語・数学の学力試験に重点を置くとともに調査書、自己推薦書と面接により

人物を見極める帰国生徒特別選抜を行うことにより入学者を決定する。 

１．理数系に興味のある人 

２．新しいことを知りたい、理解したいという学習意欲のある人 

３．自ら新しいことに取り組むなど、チャレンジ精神旺盛な人 

４．ものづくりに関心のある人 

 

学部等名 環境都市工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

教育理念 

 自立した人間形成、新しいことへ挑戦する心、自由な発想を実現する創造力の育成 

教育目標 

 社会が必要とする人材の養成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 



  

（概要） 

○本科卒業認定方針 

人間としての素養を、年齢の発達段階に応じて修得することを目指し、技術者と

しての社会的責任を自覚できる。 

基礎および専門技術を修得し、生産の現場に不可欠な実践的かつ専門的な知識と

技術を有するとともに、新たなものづくり基盤技術を修得し、挑戦する能力を備え

る。 

生産技術者製品開発に求められる専門的知識や技術、与えられた問題を解決する

能力、生涯に亘って自ら学ぶことのできる能力など、自立型技術者に不可欠な能力

を有する。 

これら能力を備えるため、一般科目 80 単位以上、専門科目 87 単位以上、合計 167

単位以上の科目を修得すること。  

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科カリキュラムポリシー 

卒業認定方針を達成するために、以下の（Ａ）～（Ｆ）および各学科のカリキュ

ラムポリシーを定め、各科目は１～３年次は 50 点以上、４～５年次は 60 点以上を

合格と評価する。 

～教養教育～ 

（Ａ）自らの意思を的確に表現し行動できる能力、知識を整理し総合化できる能力、

技術者倫理等、人間としての素養を年齢の発達段階に応じて修得する。 

（Ｂ）工学基礎としての自然科学系科目を深く理解する。 

（Ｃ）世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化を理解する能力、互いの意思の疎

通ができる実践的な英語能力を修得する。 

～専門教育～ 

（Ｄ）実践的かつ専門的な知識と技術の基礎となる専門基礎学力を修得する。 

（Ｅ）教養教育による工学基礎および専門基礎を土台とし、現象・動作を具体的に

理解できる実践的な能力を修得する。 

（Ｆ）問題・課題解決のための方法・手段を模索し、実行できる能力を身につける。 

 

（各学科のカリキュラムポリシー） 

環境都市工学科：社会基盤整備を支える施設の計画・設計・施行および完成した施

設の維持管理と再生のための技術、およびこれらを支援するため

に必要なコンピュータ技術を修得する。環境アセスメントおよび

都市計画・都市デザイン設計とその関連技術を修得する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科アドミッションポリシー 

本校では、次に示すアドミッションポリシーにしたがい、調査書に重点を置くと

ともに作文と面接により人物を見極める推薦選抜、理科・英語・数学・国語の学力

試験に重点を置くとともに調査書と面接により人物を見極める学力選抜、および理

科・英語・数学の学力試験に重点を置くとともに調査書、自己推薦書と面接により

人物を見極める帰国生徒特別選抜を行うことにより入学者を決定する。 

１．理数系に興味のある人 

２．新しいことを知りたい、理解したいという学習意欲のある人 

３．自ら新しいことに取り組むなど、チャレンジ精神旺盛な人 

４．ものづくりに関心のある人 



  

 

学部等名 創造システム工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

教育理念 

 自立した人間形成、新しいことへ挑戦する心、自由な発想を実現する創造力の育成 

教育目標 

 社会が必要とする人材の養成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

〇［本科卒業認定方針］（ ）は校訓・教育理念である。 

（Ａ）人類の幸福 

目標：地球環境や人間社会と技術の調和を視野に入れて人類の幸福を考え、

技術者倫理を理解し、責任ある行動がとれる。（健康・誠実・責任） 

（Ｂ）工学基礎知識の修得 

目標：生産の現場に不可欠な実践的かつ専門的な知識と技術を有する。 

（Ｃ）専門的知識の充実 

目標：自ら問題を発見・解決する能力を備え、生涯に亘って自ら学ぶこと

ができる。（自立・協働・挑戦） 

（Ｄ）コミュニケーション能力 

目標：産業社会におけるグローバル化に対応するため、正しい日本語で表

現（記述・口述・討論）し、かつ国際的に通用するプレゼンテーシ

ョン能力を有する。 

（Ｅ）技術の発展 

目標：複雑で多岐に亘る工業技術分野に貢献できる技術を有し、融合複

合領域にも対応できる能力を備える。（挑戦・創造・研究） 

これら（Ａ）～（Ｅ）の能力を備えるため、一般科目 80単位以上、専門科目 87 単

位以上、合計 167 単位以上の科目を修得すること。  

 

（各系卒業認定方針） 

〇【機械系】 

機械工学のあらゆる基礎を習得し、機械システムコースと知能機械コースのい

ずれかに関する専門性を持つことにより、融合複合領域の専門知識を有し、もの

づくり経験を蓄積して物事の本質を見極め、新しい物と技術を生み出す技術者と

して、創造的で効率的な社会生産活動を協働して行うことができる。  

〇【電気・電子・情報系】 

電気エネルギーと情報通信の有効活用に関して基盤となる電気情報工学分野

の知識を習得して、電気および情報通信を利用する融合複合領域の専門知識を統

合し、課題解決のための方法を模索・実行するとともに新しい技術を生み出すこ

とができる。 

〇【物質・生物系】 

物質・生物に係る基礎専門知識を習得し、高機能マテリアルの創製や物質循環

に係る元素・生物資源の転換利用など、最先端技術に対応できる柔軟な思考力と

創造力、実践力を身に付けており、さらに、医農工連携などの融合複合領域に関

する専門知識を修得して、グローバル展開する産業の中で活躍できる。 

〇【土木・建築系】 

道路、橋梁、河川、港湾、宅地造成地などの防災と保全技術、建築・都市に関



  

する計画とデザイン、設計、およびこれら社会基盤の施工と維持管理のための技

術を総合的に理解して、融合複合領域の専門知識を有し、問題解決のための方法

を探し出し実行できる。 

 

（各コース卒業認定方針）（育成人物像） 

〇【機械システムコース】 

［人物像］ 

１．機械工学のあらゆる基礎を習得し、ものづくり経験を蓄積して物事の本質を見

極め、新エネルギーや自動車航空産業、素材加工に関する高度な技術要請に柔

軟に対応して先進的な物と機能を生み出すことができる。融合複合領域の専門

知識を有し、創造的で効率的な社会生産活動を協働して行うことができる。 

〇【知能機械コース】 

［人物像］ 

１．機械工学および電子、情報、制御に関する基礎を習得し、ものづくり経験を蓄

積して物事の本質を見極め、医療機械、福祉機械のようなニーズにしっかりと

対応して新たなタイプの知能機械を生み出すことができる。融合複合領域の専

門知識を有し、創造的で効率的な社会生産活動を協働して行うことができる。 

〇【電気エネルギーシステムコース】 

［人物像］ 

１．新しい電子材料の創製と、電子回路およびエレクトロニクスデバイス、電気回

路、電気エネルギー、電気-機械変換など、持続的発展型社会の基盤となる電気

エネルギーの発生と供給、それを利用する機器とシステムに関する専門知識を

有する実践的創造能力を発揮することができる。 

〇【情報・通信ネットワークコース】 

［人物像］ 

１．ソフトウエア技術を中心にしたコンピュータから情報ネットワークなど、高度

情報化社会の基盤となる情報処理と通信などの情報システムに関する専門知識

を有する実践的創造能力を発揮することができる。 

〇【マテリアル・プロセス工学コース】 

［人物像］ 

１．有機化学、無機化学、分析化学、物理化学などの基礎専門知識を兼ね備え、機

能性マテリアルの合成や評価、工業化された製造プロセスの運転・最適化など、

最先端の融合分野に深く関わる高度な実践的技術を有し、持続可能な社会の実

現に貢献することができる。 

〇【バイオ・アグリ工学コース】 

［人物像］ 

１．生物化学、分析化学、分子生物学などの基礎専門知識を兼ね備え、生物を活用

した有用物質の生産や評価、バイオマスの変換利用など、最先端のバイオテク

ノロジーに深く関わる高度な実践的技術を有し、持続可能な社会の実現に貢献

することができる。 

〇【国土防災システムコース】 

［人物像］ 

１．社会基盤の防災と保全技術を支える実践的かつ専門的な知識と技術を理解し、

課題解決のための方法を模索・実行することができる。 

〇【空間デザインコース】 

［人物像］ 

１．建築および都市に関して、実践的かつ専門的な知識と技術を理解し、課題解決

のための方法を模索・実行することができる。 

 



  

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○本科カリキュラムポリシー 

卒業認定方針を達成するために、以下の（Ａ）～（Ｅ）および各系とコースのカ

リキュラムポリシーを定め、各科目は１～３年次は 50 点以上、４～５年次は 60 点

以上を合格と評価する。 

（Ａ）人類の幸福 

（Ａ－１）自国と他国の社会と文化の違いを認め、健全で多様な価値観を理解でき

る。（健康・誠実） 

（Ａ－２）技術者倫理を理解し、技術者として責任ある行動をとることができる。

（責任） 

（Ｂ）工学基礎知識の修得 

（Ｂ－１）数学、自然科学および情報技術に関する基本的知識を修得している。 

（Ｂ－２）基礎工学と専門基礎の知識や技術を修得し、基本的な現象やシステムに

対して説明と問題解析ができる。 

（Ｃ）専門的知識の充実 

（Ｃ－１）得意とする専門分野の問題を発見し、解決することができる。（自立） 

（Ｃ－２）実験・実習科目を通して実践的な知識を身に付ける。 

（Ｃ－３）企業での実体験などをもとに、地域や社会の要求している内容を理解で

きる。（協働） 

（Ｃ－４）限られた時間内で、個別に、あるいはチームワークによって、技術的問

題を含む課題に取り組み解決することができる。（協働・挑戦） 

（Ｄ）コミュニケーション能力 

（Ｄ－１）正しい日本語で表現（記述・口述・討論）することができる。 

（Ｄ－２）英語によるコミュニケーションに必要な基本的能力を身に付ける。 

（Ｅ）技術の発展 

（Ｅ－１）専門領域および複合領域の専門知識を統合して、目的を達成するための

問題解決とデザインに寄与できる。（挑戦） 

（Ｅ－２）技術分野の問題を理解し、自主的継続的に学びながら、開発・研究を行

ってゆくことができる。（創造・研究） 

 

（各系とコースのカリキュラムポリシー） 

〇【機械系と機械システムコース】 

力学、機械設計、製図、製作等の応用知識に加えて、材料力学、流体力学、熱

力学、情報・制御、電気・電子、新材料等の高度な素材加工や動力変換、種々の

新エネルギー変換に関する基礎および応用技術を習得する。 

育成技術者像：【学際領域を含めて高度な知識を有しており、技術課題に対し

て最善な解決策を提案し、それを実現してゆく創造性豊かな技

術者】 

〇【機械系と知能機械コース】 

力学、機械設計、製図、製作等の応用知識に加えて、材料力学、流体力学、熱

力学、電子、情報、制御に関する基礎および応用知識、人体構造や不安を持つ人

の心理学、社会科学を習得するとともに、これらを融合させた人に優しいロボッ

ト工学の技術を習得する。 

育成技術者像：【学際領域を含めて高度な知識を有しており、技術課題に対し

て最善な解決策を提案し、それを実現してゆく創造性豊かな技

術者】 

 



  

〇【電気・電子・情報系と電気エネルギーシステムコース】 

電気回路、電気磁気学、電気機器学、電子回路、電子工学、制御工学、組込み

技術等を系統的に習得させるとともに、基礎的な融合複合領域の知識を備えた創

造性に富む実践力を習得する。 

育成技術者像：【学際領域を含めて高度な知識を有しており、技術課題に対し

て最善な解決策を提案し、それを実現してゆく創造性豊かな技

術者】 

〇【電気・電子・情報系と情報・通信ネットワークコース】 

コンピュータシステム、プログラミング、ネットワーク、アルゴリズム、組込

み系プログラム等を系統的に習得させるとともに、基礎的な融合複合領域の知識

を備えた創造性に富む実践力を習得する。 

育成技術者像：【学際領域を含めて高度な知識を有しており、技術課題に対し

て最善な解決策を提案し、それを実現してゆく創造性豊かな技

術者】 

〇【物質・生物系とマテリアル・プロセス工学コース】 

有機・無機工業化学、無機材料化学、有機合成化学、化学工学、プロセス工学

などの専門知識を習得させ、これらの知識のもと、実験実習を通して、機能材料

の合成プロセスや化学物質の製造・開発・管理、エネルギー資源の精製、化成品

製造、化学プラントのスケールアップ・改良などの応用技術について、実践力を

習得する。 

育成技術者像：【学際領域を含めて高度な知識を有しており、技術課題に対し

て最善な解決策を提案し、それを実現してゆく創造性豊かな技

術者】 

〇【物質・生物系とバイオ・アグリ工学コース】 

生物有機化学、生物化学工学、アグリサイエンス、バイオ工学、高分子化学な

どの専門知識を習得させ、これらの知識のもと、実験実習を通して、バイオプロ

セスに関わる酵素機能変換、微生物生産、食品素材開発、バイオマスなどの天然

物の単離精製、生理活性物質の生産、機能性高分子合成などの応用技術について、

実践力を習得する。 

育成技術者像：【学際領域を含めて高度な知識を有しており、技術課題に対し

て最善な解決策を提案し、それを実現してゆく創造性豊かな技

術者】 

〇【土木・建築系と国土防災システムコース】 

社会基盤の防災と保全技術を支える施設の計画・設計・施工および完成した施

設の維持管理と再生のための技術を習得する。 

育成技術者像：【学際領域を含めて高度な知識を有しており、技術課題に対し

て最善な解決策を提案し、それを実現してゆく創造性豊かな技

術者】 

〇【土木・建築系と空間デザインコース】 

建築および都市に関する企画・計画・設計・構造・設備・施工・制度・管理の

ための技術を習得する。 

育成技術者像：【学際領域を含めて高度な知識を有しており、技術課題に対し

て最善な解決策を提案し、それを実現してゆく創造性豊かな技

術者】 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 



  

（概要） 

○本科アドミッションポリシー 

本校では、次に示すアドミッションポリシーにしたがい、調査書に重点を置くと

ともに作文と面接により人物を見極める推薦選抜、理科・英語・数学・国語の学力

試験に重点を置くとともに調査書と面接により人物を見極める学力選抜、および理

科・英語・数学の学力試験に重点を置くとともに調査書、自己推薦書と面接により

人物を見極める帰国生徒特別選抜を行うことにより入学者を決定する。 

１．理数系に興味のある人 

２．新しいことを知りたい、理解したいという学習意欲のある人 

３．自ら新しいことに取り組むなど、チャレンジ精神旺盛な人 

４．ものづくりに関心のある人 

 

学部等名 生産システム工学専攻 

教育研究上の目的 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

教育理念 

自立した人間形成、新しいことへ挑戦する心、自由な発想を実現する創造力の育成 

教育目標 

社会が必要とする人材の養成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○専攻科修了方針 

準学士課程で修得した基礎および専門技術に加え、より専門的に精通するととも

にプレゼンテーション能力を身につけ、技術者として国際分野で活躍できる。 

複数の領域をまとめる総合力、複雑で多岐に亘る領域に求められるシステム思考、

複合領域にも対応できる能力を備え、技術者倫理を理解し、修得した高度で実践的

な知識と技術を背景に、既存技術の発展や新たな技術の開発をし、様々なアプロー

チの仕方により限られた時間内で技術的問題を含む課題に取組み、現時点での最良

の解決策を導出できる。 

これら能力を備えるため、一般科目 12 単位以上、専門科目 50 単位以上、合計 

62 単位以上の科目を修得すること。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○専攻科カリキュラムポリシー 

修了認定方針を達成するために、以下の（１）～（３）および各専攻のカリキュ

ラムポリシーを定め、60点以上を合格と評価する。 

（１）自ら問題を発見・解決する能力を備え、生涯に亘って学ぶことのできる能力

を修得する。 

（２）産業社会におけるグローバル化に対応するため、正しい日本語で表現（記述・

口述・討論）し、かつ国際的に通用するプレゼンテーション能力を修得する。 

（３）技術者倫理を理解し、複雑で多岐にわたる工業技術分野に貢献できる技術を

有し、複合領域にも対応できる能力を修得する。 

 

（各専攻のカリキュラムポリシー） 

〇【生産システム工学専攻】 



  

機械工学、電気情報工学を基礎とした精密加工、システム工学、熱流体エネル

ギー、応用力学、エレクトロニクス、情報、制御、新素材などを含む先端科学技

術に深く関わる高度な科学技術を修得する。特に、機械工学、電気情報工学の複

合領域におけるメカトロニクス技術者として必要となる総合力・システム思考能

力を含めた創造力を身につける。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○専攻科アドミッションポリシー 

専攻科では、次に示すアドミッションポリシーにしたがい、調査書に重点を置く

とともに一般科目・ 専門科目の口頭試問と面接により人物を見極める推薦選抜、一

般科目・専門科目の学力試験に重点を置くとともに調査書と面接により人物を見極

める学力選抜、および面接（口頭試問を含む。）に重点を置くとともに調査書等の

評価により人物を見極める社会人特別選抜を行うことにより入学者を決定する。 

１．基礎専門学力を有し、実践的技術を支える先端知識の修得に意欲のある人  

２．複合領域の科学技術に興味を持ち、研究開発に意欲のある人 

３．技術者倫理を身につけ、地域および社会に貢献したい人 

 

学部等名 環境システム工学専攻 

教育研究上の目的 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

教育理念 

自立した人間形成、新しいことへ挑戦する心、自由な発想を実現する創造力の育成 

教育目標 

社会が必要とする人材の養成 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○専攻科修了方針 

準学士課程で修得した基礎および専門技術に加え、より専門的に精通するととも

にプレゼンテーション能力を身につけ、技術者として国際分野で活躍できる。 

複数の領域をまとめる総合力、複雑で多岐に亘る領域に求められるシステム思考、

複合領域にも対応できる能力を備え、技術者倫理を理解し、修得した高度で実践的

な知識と技術を背景に、既存技術の発展や新たな技術の開発をし、様々なアプロー

チの仕方により限られた時間内で技術的問題を含む課題に取組み、現時点での最良

の解決策を導出できる。 

これら能力を備えるため、一般科目 12 単位以上、専門科目 50 単位以上、合計 

62 単位以上の科目を修得すること。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○専攻科カリキュラムポリシー 

修了認定方針を達成するために、以下の（１）～（３）および各専攻のカリキュ

ラムポリシーを定め、60点以上を合格と評価する。 

（１）自ら問題を発見・解決する能力を備え、生涯に亘って学ぶことのできる能力

を修得する。 

（２）産業社会におけるグローバル化に対応するため、正しい日本語で表現（記述・



  

口述・討論）し、かつ国際的に通用するプレゼンテーション能力を修得する。 

（３）技術者倫理を理解し、複雑で多岐にわたる工業技術分野に貢献できる技術を

有し、複合領域にも対応できる能力を修得する。 

 

（各専攻のカリキュラムポリシー） 

〇【環境システム工学専攻】 

物質・材料工学、環境都市工学を基礎とした無機材料、有機材料、微生物工学、

水環境工学、環境地盤工学、環境地域計画学などを含む先端科学技術に深く関わ

る高度な科学技術を修得する。特に、無機材料・有機材料・生物材料を利用した

水環境改善のための処理技術や物質環境・エコマテリアル工学などの物質工学、

環境都市工学の複合領域における創造性豊かな技術者として必要となる総合力・

システム思考能力を含めた創造力を身につける。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/） 

（概要） 

○専攻科アドミッションポリシー 

専攻科では、次に示すアドミッションポリシーにしたがい、調査書に重点を置く

とともに一般科目・ 専門科目の口頭試問と面接により人物を見極める推薦選抜、一

般科目・専門科目の学力試験に重点を置くとともに調査書と面接により人物を見極

める学力選抜、および面接（口頭試問を含む。）に重点を置くとともに調査書等の

評価により人物を見極める社会人特別選抜を行うことにより入学者を決定する。 

１．基礎専門学力を有し、実践的技術を支える先端知識の修得に意欲のある人  

２．複合領域の科学技術に興味を持ち、研究開発に意欲のある人 

３．技術者倫理を身につけ、地域および社会に貢献したい人 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：学校ＨＰで公表している。https://www.akita-nct.ac.jp/school/soshiki/ 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人

機械工学科 － 3 人 4人 1人 1人 人 9人

電気情報工学科 － 3 人 3人 2人 2人 人 10 人

物質工学科 － 4 人 5人 0人 1人 人 10 人

環境都市工学科 － 4 人 5人 0人 2人 人 11 人

一般教科 － 3 人 7人 6人 0人 人 16 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 34 人 34 人

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

https://research.kosen-k.go.jp/researcher-

list/?page=1&limit=30&districtId=02&affiliationId=6528000000 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 



  

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

機械工学科 － － － 80 人 81 人 101.3％ 若干名 0 人

電気情報工学

科 － － － 80 人 73 人 91.3％ 若干名 2 人

物質工学科 － － － 80 人 74 人 92.5％ 若干名 2 人

環境都市工学

科 － － － 80 人 79 人 98.8％ 若干名 4 人

創造システム

工学科 160 人 168 人 105％ 480 人 495 人 103.1％ 若干名 0 人

合計 160 人 168 人 105％ 800 人 802 人 100.3％ 若干名 8 人

生産システム

工学専攻 8 人 12 人 150％ 16 人 25 人 156.3％ － － 

環境システム

工学専攻 8 人 1人 12.5％ 16 人 7人 43.8％ － － 

合計 16 人 13 人 81.3％ 32 人 32 人 100％ － － 

（備考） 

平成 29 年度に機械工学科，電気情報工学科，物質工学科及び環境都市工学科を創造システム工学科の１

学科に改組。 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

機械工学科 
40 人

（100％）

15 人

（37.5％）

23 人

（57.5％）

2人

（5％）

電気情報工学

科 

38 人

（100％）

11 人

（28.9％）

27 人

（71.1％）

0人

（0％）

物質工学科 
35 人

（100％）

12 人

（34.3％）

23 人

（65.7％）

0人

（0％）

環境都市工学

科 

39 人

（100％）

5人

（12.8％）

34 人

（87.2％）

0人

（0％）

合計 
152 人

（100％）

43 人

（  28.3％）

107 人

（70.4％）

2人

（1.3％）

生産システム

工学専攻 

14 人

（100％）

5人

（35.7％）

9人

（64.3％）

0人

（0％）

環境システム

工学専攻 

9 人

（100％）

0人

（0％）

9人

（100％）

0人

（0％）

合計 
23 人

（100％）

5人

（  21.7％）

18 人

（78.3％）

0人

（0％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 



  

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

・授業計画（シラバス）の作成過程 

  事務担当者からの作成依頼に基づき、Web シラバスシステムを活用し、授業担当教員

が必要事項を入力している。到達目標、成績評価の方法や基準といった事項については、

システムの様式が全高専統一の基準にて設定されているため、遺漏なく入力されてい

る。 

・授業計画の作成・公表時期 

  授業計画の作成は、12 月に授業担当教員に作成依頼を行い、１月と２月に１次締切、

２次締切を設けている。公表時期については、Web シラバスシステムを活用しているた

め、４月に高専機構本部にて一斉に公開設定を行っている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

・単位授与または履修認定の厳格かつ適正な実施状況 

  「秋田工業高等専門学校学業成績の評価並びに進級及び卒業の認定に関する規則」に

基づき、厳格かつ適正に単位授与及び履修認定を実施している。 

 

【規則６条及び７条抜粋】 

（試験の成績の評価） 

第６条 学期の成績は、その学期において実施した試験の成績及び平素の成績等を総合し

て 100 点法により評価する。 

（学年成績の評価及び評定） 

第７条 各科目の学年成績は、当該授業科目の実授業時数の４分の３以上の出席がある科

目について、試験の成績及び平素の成績を総合して 100 点法により評価し、次の区分に

より優、良、可、不可の評語で評定し、優、良、可を合格とする。出席が当該科目の４

分の３に満たない場合は、第１学年から第３学年は 49 点以下、第４学年及び第５学年

は 59 点以下の点数で評価して、不可と評定する。ただし、運営会議が認める理由（長

期病欠その他）で、３分の２以上の出席がある場合については、４分の３以上の出席が

ある場合と同様に評価し、優、良、可又は不可で評定する。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 



  

 創造システム工学科 167 単位  

 

機械工学科 167 単位  

電気情報工学科 167 単位  

物質工学科 167 単位  

環境都市工学科 167 単位  

 
生産システム工学専攻 62 単位  

環境システム工学専攻 62 単位  

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：学校要覧やキャンパスガイドの刊行物のほか、学校ＨＰでも公表している。 

https://www.akita-nct.ac.jp/facilities/ 

 

  



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 本科 234,600 円 84,600 円
70,050 円～

88,650 円

後援会入会金 8,000 円 

後援会費 27,000 円 

学生会入会金 2,500 円 

学生会費 7,000 円 

スポーツ振興センター共済掛金

1,550 円 

教科書代（約 24,000 円） 

【入寮者のみ】 

入寮費 3,000 円 

寮生会入会金 1,000 円 

寮生会費 5,000 円 

寄宿料 8,400 円（複数人居室）

/9,600 円（個室） 

 専攻科 234,600 円 84,600 円
39,050 円～

80,750 円

後援会入会金 4,000 円 

後援会費 13,500 円 

学生会入会金 1,500 円 

学生会費 3,500 円 

スポーツ振興センター共済掛金

1,550 円 

教科書代（約 20,500 円～

38,100 円） 

【入寮者のみ】 

入寮費 3,000 円 

寮生会入会金 1,000 円 

寮生会費 5,000 円 

寄宿料 8,400 円（複数人居室）

/9,600 円（個室） 

【本科から引き続き専攻科に入

学した場合は不要なもの】 

※後援会入会金 4,000 円 

※学生会入会金 1,500 円 

※入寮費 3,000 円 

※寮生会入会金 1,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

「秋田工業高等専門学校における障害学生に対する修学支援要項」に基づき、支援の要

請があった学生に対し、（１）障害の現状把握に関すること、（２）学習状態、学校生活

及び寮生活に関すること、（３）就職活動の支援に関することなどの支援を実施してい

る。 

また、「秋田工業高等専門学校授業料等免除及び徴収猶予に関する規則」に基づき、経

済的理由等により納付が困難な申出者の免除、徴収猶予及び月割分納を実施している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生に現場における生産の技術を総合的に修得させ、技術者としてのあり方や自発的な

研究態度を養うことを目的とする「校外実習（インターンシップ）」を実施している。 

  さらに、工場及び施設の設備、生産工程等見学し学校で習得した専門の知識、技術をよ

り効果的に向上、発展させるとともに実社会の生きた知識を身に付けさせることを目的

に、授業の一環として「工場見学旅行」を実施している。 

また、県内就職定着を目的とした「県内企業説明会」の実施、及び４学年学級担任が保

護者面談を実施し、進路指導を行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

保健室では、常勤看護師に加えて非常勤看護師を配置し、保健室機能を強化して、緊急

体制の万全化を図り、更に健康管理における個別指導や、メンタルヘルスの問題への対応

等、学生に対する支援の充実を図っている。 

  学生相談室では、学内の相談室員に加え、精神科医、専門のカウンセラーを配置して、

学校における保健管理に関する専門事項について適切な助言及び指導をいただき、学生の

心の悩み等に総合的に対応している。あわせて、アンケート・調査を行い、必要な学生に

対して面談を行う等、問題の早期発見に対応している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：学校ＨＰで公表している。 

１．教育研究上の目的に関すること（第 172 条の２第１項第１号関係） 

https://www.akita-nct.ac.jp/school/mokuteki/ 

https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/ 

２．教育研究上の基本組織に関すること（第 172 条の２第１項第２号関係） 

https://www.akita-nct.ac.jp/course/ 

https://www.akita-nct.ac.jp/course/senkouka/ 

３．教員組織、教員数並びに各教員の学位及び業績に関すること（第 172 条の２第１項第

３号関係） 

https://www.akita-nct.ac.jp/school/soshiki/ 

https://www.akita-nct.ac.jp/laboratory/ 

４．入学者に関する受入方針及び入学者数、収容定員及び在学生数、卒業又は修了者数並

びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること（第 172 条の２

第１項第４号関係） 

  https://www.akita-nct.ac.jp/exam/policy/ 

https://www.akita-nct.ac.jp/school/gaikyo/ 

５．授業計画、授業の方法及び内容並びに年間の授業計画に関すること（第 172 条の２第

１項第５号関係） 

  https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicDepartments?school_id=08 



  

６．学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること（第 172

条の２第１項第６号関係） 

  https://www.akita-nct.ac.jp/syugakushien/ 

https://www.akita-nct.ac.jp/school/rinen/ 

７．校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること（第 172 条の

２第１項第７号関係） 

    https://www.akita-nct.ac.jp/facilities/ 

８．授業料、入学料その他の徴収する費用に関すること（第 172 条の２第１項第８号関係）

https://www.akita-nct.ac.jp/exam/seido_keihi/ 

  https://www.akita-nct.ac.jp/student/menjo/ 

９．学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること（第 172 条の２第１

項第９号関係） 

  https://www.akita-nct.ac.jp/facilities/soudansitu/ 

10．学生が修得すべき知識及び能力に関する情報（第 172 条の２第２項関係） 

https://www.akita-nct.ac.jp/school/mokuteki/ 

 


